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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成27年9月3日(2015.9.3)

【公表番号】特表2011-511399(P2011-511399A)
【公表日】平成23年4月7日(2011.4.7)
【年通号数】公開・登録公報2011-014
【出願番号】特願2010-544434(P2010-544434)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ  10/0562   (2010.01)
   Ｈ０１Ｂ   1/06     (2006.01)
   Ｈ０１Ｂ  13/00     (2006.01)
   Ｃ０１Ｂ  25/45     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ   10/00     １０７　
   Ｈ０１Ｂ    1/06     　　　Ａ
   Ｈ０１Ｂ   13/00     　　　Ｚ
   Ｃ０１Ｂ   25/45     　　　Ｔ
   Ｃ０１Ｂ   25/45     　　　Ｚ
   Ｃ０１Ｂ   25/45     　　　Ｈ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成27年7月15日(2015.7.15)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ソリッドステートの無機電解質であって、
　Ｌｉ３（Ｓｃ２－ｘＭｘ）（ＰＯ４－ｙＮｚ）３によって記述される化学的組成物であ
って、ここでｘ≦２、ｚ≦８／３、２ｙ＝３ｚであり、Ｍは、Ａｌ、ＹおよびＡｌ１－ａ

Ｙａの群から選択され、ここでａ＜１である、化学的組成物、
　Ｌｉ８－３．５ｘＰ１．５ｘＺｒ１－ｘＯ６－ｙＮｚによって記述される化学的組成物
であって、ここでｘ≦０．８、ｚ≦４かつ２ｙ＝３ｚである、化学的組成物、
　Ｌｉ８－３ｘＬａｘＺｒＯ６－ｙＮｚによって記述される化学的組成物であって、ここ
で０＜ｘ≦２、ｚ≦４かつ２ｙ＝３ｚである、化学的組成物、又は
　Ｌｉ６－０．７５ｘＰ１．７５ｘＺｒ２－２ｘＯ７－ｙＮｚによって記述される化学的
組成物であって、ここでｘ≦０．８、ｚ≦１４／３かつ２ｙ＝３ｚである、化学的組成物
　を含み、
　該電解質は、０Å～１００Åの結晶化度を有し、
　該電解質は、２５℃で５×１０－６Ｓ／ｃｍより大きいリチウムイオン伝導率を有する
、電解質。
【請求項２】
　金属リチウムアノードと反応しないようにさらに構成されている、請求項１に記載の電
解質。
【請求項３】
　＋３．９Ｖの電位に荷電された正のカソードと反応しないようにさらに構成され、該電
位は、金属リチウム基準電極と比較して測定される、請求項１に記載の電解質。
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【請求項４】
　１５０℃までの周囲温度において熱的に安定であるようにさらに構成されている、請求
項１に記載の電解質。
【請求項５】
　１５０℃までの周囲温度において金属リチウムと反応しないようにさらに構成されてい
る、請求項１に記載の電解質。
【請求項６】
　正のカソード材料と反応しないようにさらに構成され、該正のカソード材料は、１５０
℃までの周囲温度において＋３．９Ｖの電位に荷電され、該電位は、金属リチウム基準電
極と比較して測定される、請求項１に記載の電解質。
【請求項７】
　５μｍよりも小さい前記電解質の厚さを含む、請求項１に記載の電解質。
【請求項８】
　前記電解質は、
　第一の電解質の化学的組成物を含む第一の電解質－電極界面と、
　第二の電解質の化学的組成物を含む第二の電解質－電極界面と
　をさらに含み、該第一の電解質の化学的組成物と該第二の電解質の化学的組成物とは、
異なる化学的組成物である、請求項１に記載の電解質。
【請求項９】
　ソリッドステートの無機電解質を製作する方法であって、該方法は、
　真空チャンバーを提供することと、
　該チャンバーの中で少なくとも１つの堆積基板を提供することと、
　該チャンバーの中で少なくとも１つの堆積標的を提供することであって、該少なくとも
１つの堆積標的は、少なくとも１つの標的材料を備えていることと、
　該真空チャンバーの中で堆積ガス雰囲気を提供することと、
　該少なくとも１つの標的材料を該堆積ガス雰囲気の中に蒸発させることと、
　堆積材料を該堆積ガス雰囲気の中に形成することと、
　該堆積材料を該少なくとも１つの堆積基板に堆積させることと
　を包含し、
　該電解質は、０～１００Åの結晶化度を有し、
　該堆積された材料は、２５℃で５×１０－６Ｓ／ｃｍより大きいリチウムイオン伝導率
を有し、
　該堆積材料は、
　Ｌｉ３（Ｓｃ２－ｘＭｘ）（ＰＯ４－ｙＮｚ）３によって記述される化学的組成物であ
って、ここでｘ≦２、ｚ≦８／３、２ｙ＝３ｚであり、Ｍは、Ａｌ、ＹおよびＡｌ１－ａ

Ｙａの群から選択され、ここでａ＜１である、化学的組成物、
　Ｌｉ８－３．５ｘＰ１．５ｘＺｒ１－ｘＯ６－ｙＮｚによって記述される化学的組成物
であって、ここでｘ≦０．８、ｚ≦４かつ２ｙ＝３ｚである、化学的組成物、
　Ｌｉ８－３ｘＬａｘＺｒＯ６－ｙＮｚによって記述される化学的組成物であって、ここ
で０＜ｘ≦２、ｚ≦４かつ２ｙ＝３ｚである、化学的組成物、又は
　Ｌｉ６－０．７５ｘＰ１．７５ｘＺｒ２－２ｘＯ７－ｙＮｚによって記述される化学的
組成物であって、ここでｘ≦０．８、ｚ≦１４／３かつ２ｙ＝３ｚである、化学的組成物
　を有する、方法。
【請求項１０】
　前記蒸発ステップは、ＲＦマグネトロンスパッター堆積プロセスを包含する、請求項９
に記載の方法。
【請求項１１】
　前記堆積ガス雰囲気は、アルゴン、窒素、酸素、およびそれらの任意の混合物の群から
選択される材料を含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
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　前記電解質は、１５０℃までの周囲温度において熱的に安定している、請求項９に記載
の方法。
【請求項１３】
　前記電解質は、１５０℃までの周囲温度において金属リチウムと反応しない、請求項９
に記載の方法。
【請求項１４】
　前記電解質は、正のカソード材料と反応せず、該正のカソード材料は、１５０℃までの
周囲温度において少なくとも＋３．９Ｖの電位に荷電され、該電位は、金属リチウム基準
電極と比較して測定される、請求項９に記載の方法。
【請求項１５】
　前記形成するステップは、前記堆積中に前記堆積材料を変えることをさらに包含する、
請求項９に記載の方法。
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